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1. はじめに 

より良い広告制作のためには，その広告の質を適切に

評価する必要がある．そのためにテレビコマーシャル（以

下，CM と呼ぶ）では，全体の好感度，および，詳細な観点

別の点数評価をユーザアンケートで収集しているが，この

方法ではコストが非常に大きく評価に時間がかかる．本稿

では機械学習法を用い，過去のアンケート結果を学習す

ることで，CM 動画から要因別の好感度を予測する手法を

提案する． 

2. 提案手法 

図１に本手法の概要を示す．CM 動画から複数の特徴

量を抽出し，それらを入力としたネットワークモデルにて要

因別好感度を求める．入力する特徴量は，CM 動画の評

価に有効であることが期待される物体，動き，表情，音，お

よび色情報を特徴量として用いる．過学習の抑制を目的と

して，一部の特徴量において時間軸方向に基本統計量を

取る．  

2.1 特徴抽出 

物体特徴：物体特徴の抽出には，物体認識器として学習

した VGG16[1]を使用する．このネットワークに動画の各フ

レーム画像を入力し，畳み込み層後の特徴量を抽出する．

各動画の長さを 15等分し，epochごとにそれぞれの区間か

らランダムに 1個の特徴量をサンプリングすることで，15個

の特徴量を使用する． 

動き特徴：連続する 2 フレーム間の密なオプティカルフロ

ーを求める．フローごとに動きベクトルの大きさの最大・最

小・平均・中央値を算出する． 

表情特徴：各フレーム画像に対して，顔検出とそこで検出

された顔に対する表情認識を行い，顔の数と happiness ス

コアの総和を算出する．時間軸方向の基本統計量は顔が

検出されたフレームのみ，全フレームをそれぞれ対象とし

て求める．また，動画における顔が検出されるフレームの

割合も算出する． 

音特徴：人間の知覚特性を考慮した特徴量である，メル周

波数ケプストラム係数を動画音声から算出する． 

 

図１． 提案手法の概要 

表 1. 予測結果 

 
色特徴：各フレーム画像に対して，RGB 各 8 階調で表せ

る 512色の色割合を算出する．動き特徴と同様，15個の色

割合特徴量を epochごとにサンプリングして使用する． 

物体，動き，表情，音特徴に対しては，算出した各値に

おける，時間軸方向の最大・最小・平均値を NN の入力特

徴量とする．  

2.2 好感度の予測 

2.1 で動画から抽出した各特徴量を入力とする，1 層の

畳み込み層と 3 層の全結合層で構成された NN を用い，

要因別好感度の予測を行う．損失関数として全ての予測

要因の平均二乗誤差を用い，RMSprop によりパラメータの

最適化を行う．  

3. 実験設定 

本実験では，15 秒または 30 秒の CM 動画を対象とす

る．モデル学習に 2323 本，検証で 581 本を用いた．要因

は順に{出演者・キャラクター，ユーモラス，宣伝文句，音

楽・サウンド，商品にひかれた，心がなごむ，ストーリー展

開，映像・画像，かわいらしい}の９種類あり，予測精度は

平均絶対誤差(MAE)で示す．ベースラインとして，各要因

において予測値を固定値としたときの最小MAE を示す． 

4. 実験結果 

表 1 に結果を示す．提案する特徴量を用いた好感度の

予測は，ベースラインよりも高精度であることが分かるが，

実応用の水準には達していない． 

ベースラインからの向上率を要因別でみると，要因 2{ユ

ーモラス}に対する予測精度が最も高く，使用した特徴量と

の相関が強かったと示唆される． 

5. まとめ 

本稿では，CM の要因別好感度を予測するモデルを提

案した．今後は精度の向上と，CM動画において好感度に

影響を与える要素の解析を行い，新たな知見の獲得を目

指す． 
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